
令和 7 年度 釜石商工高等学校第 2 回学校運営協議会 議事録 

 

 

日 時：令和 8 年 1 月 15 日（木）13:40～15:46 

会 場：本校 大会議室 

出席者：●運営委員 

青木健一、前川恵美、高橋信昌、鈴木慎、鶴飼光裕、佐々木真吾、箱石智恵美 

●学校 

副校長、事務長、教務主任、生徒指導主任、総務主任、進路指導主任、 

保健厚生主任、機械科長、電気電子科長、総合情報科長、記録（2 名） 

 

１ 開会 

 

２ 校長挨拶 

 

３ 議長選出  

・青木会長を選出 

 

４ 学校概況報告並びに反省 

（１）学校経営計画について 

・生徒にわかる授業を実践していく必要がある。 

・自己肯定感の高まり、円滑な人間関係が向上している。 

・いじめ対策を組織的に取り組んでいる。今年度はいじめ認知 4 件。 

・生徒が相談しやすい環境づくりを行っていく。生徒を守り、生徒に寄り添う。 

・生徒が自由に意見を発することができる行事を今後とも実施していく。 

 

（２）学校評価について 

・No2 特色ある教育活動 全項目「そう思う」 

 課題研究の取り組み、外部団体との協力の成果である。 

・No7 悩み相談 先生方が様々な相談に応じてくれる。 

 大平中の生徒「釜石商工の先生は話をよく聞いてくれる」という認識あり。 

・No8 整容指導 教職員「あまり思わない」意見が分かれている。 

 多様性を認める中で学校のルール設定が難しい。 

強い指導をした場合、教員側が不利になる場面もあるため、指導の難しさも感じる。 

  



（３）学習指導について 

授業評価アンケート結果 

・「授業がわかる」と答えた割合のみ提示。 

・学校全体 85.2％。前回と比較し 3％程度減少。授業改善につなげていく。 

・授業の傾向→動画、画像などの ICT 機器を有効活用している。 

・クラスごとの授業への取り組みについてのアンケートを集計予定。 

 

（４）生徒指導について 

・整容指導 統一されていないことが課題。暑さ対策などの影響で統一が難しい。 

 条件が変わる度に周知徹底を行う。 

・バイク事故 1 件。大きな怪我には至らなかった。 

・12 月、自転車事故死亡事故 1 件。次年度以降、自転車利用者のヘルメット着用を推進。 

・いじめ認知件数 4 件。未然防止に努めていく。 

・問題行動 3 年生の前半の時期に多くなってしまった。 

 

（５）進路指導について 

・釜石管内 53.3％。製造業が最も多い職種である。 

・4 年制大学 5 名。例年と比較して増加傾向。 

・進路希望調査結果 1 年生：進学希望者が多い  2 年生：例年並み 

 

（６）保健指導について 

・本校、岩手県、全国の比較 

 女子生徒：身長は県の平均より高いが体重が平均より低い。細身の生徒が多い。 

      無理な減量など無いように気を付けて指導したい 

 男子生徒：体重肥満傾向 25 名。1 年間で体重の増加が多い生徒多数。 

・Inbody を活用した個別の保健指導を実施。今後も実施予定。 

・視力の確保が課題。4 割の生徒が C 以下。治療勧告書を配布済み。 

・歯科検診の結果、未処置歯保有率は 6 割超えであるが、検診の際に丁寧に時間をかけて実

施していただいているためである。 

歯磨きに課題がある生徒に対しては衛生士より指導を行っている。 

 

 

 

 

 

 



５ 魅力化について 

・「てくてくいわテク！」 本校の工業の学びについて取材を受けた。 

・期日前投票所の開設を行った。生徒たちの選挙への関心度も向上した。 

 

（１）機械科 

・各種取材を通じて情報発信を行うことができた。 

・岩手大学の学生との交流を行った。 

・外部団体とのつながりが今後も重要である。 

・仲見世マルシェへの課題研究作品展示。魅力発信につなげることができた。 

 

（２）電気電子科 

・資格取得に対して積極的に取り組ませることができた。 

・IBC ラジオ「熱血ものづくり宣言」。3 年生が取材を受け、ラジオ放送により PR できた。 

・「てくてくいわテク！」学科の特徴を発信することができた。 

・出前授業、2 回実施。 

・電設資材贈呈式 電気工事士資格取得に向けて活用させていただいた。 

・企業見学 1 年生はインフルエンザのため中止となった。 

 

Q 出前授業を実施した経緯について 

前向きな方向で、これ以上関わりを深めていきたいという想いから出前授業の提案をさせ

ていただいた。近所や祭りで繋がりのある小学生と高校生がおり、交流をより深めることが

できた。次年度も継続してお願いしたい。 

電気電子科に限らず、機械科・総合情報科もお願いしたい。 

A（機械科） 

機械を持参して加工を行うことは難しいが、作品を持参して内容の説明を行うなどのこと

は可能。機械科も出前授業の内容を精査し、実施に向けて準備を進めたい。 

A（総合情報科） 

商業科目は義務教育のなかで紹介しづらいため、小学生を対象にぜひ実施させていただき

たい。 

A（教務） 

小学校から本校に来ていただいて実施することも可能である。 

 

 

 

 

 



（３）総合情報科 

取り組みについて 

・HUG 学習 災害時、率先して行動に移せる力を磨くために実施。 

・POP 講習会、販売実習（商工マーケット）実施。 

コンピュータの時代ではあるが、手書きの広告を作成することの魅力について学んだ。 

 外部企業と連携を行いながら実践力の向上を図った。 

・課題研究  

外部企業との積極的な関わり。全てのテーマにおいて外部団体と連携することができた。 

 

 

６ 学校に期待すること 

高橋委員 

・毎年中学校 3 年生が商工生との交流を深めさせていただいている。 

・学校評価 中学校の場合、保護者と生徒のアンケート結果に乖離があるが、商工はその誤

差が非常に少なく、教職員と生徒との深い信頼関係やかかわりを感じている。 

 

鈴木委員 

・同じ地区の学校同士のため、今後とも交流をお願いしたい。 

 

鶴飼委員 

Q 自転車事故について 積雪したときの自転車ルールはどのようになっていたのか？ 

A 本校でルールは決めていなかったが、明確にしていく必要がある。 

Q 熊出没時の対応は？ 

A 複数人で帰宅させる。保護者の送迎。学校の危機管理マニュアルに沿った対応。 

 

佐々木委員 

・課題研究発表会について、専門性に特化した授業を実践していると感じた。授業のみでは

なく、今後も地域との連携を大切にしていただきたい。 

・通学の際、商工付近の道路は危険であるため、生徒に気を付けさせていただきたい。 

 

箱石委員 

・先生方が熱心に指導してくださるため、保護者として満足している。 

・就職に限らず、進学者に対しての手厚い指導に感謝している。 

・鵜住居方面から通学している生徒 バスの乗り換え時間が長いという話を聞いた。 

 バス会社と時刻調整できるのであればお願いしたい。 

 



前川委員 

・課題研究について、学校にはたくさんアピールできるものがあると感じた。 

多くの生徒が発表に慣れていく必要があるため、積極的に発表の機会を設けてほしい。 

・学校再編計画について、 計画が進むことで授業や各種取り組みが制限されないか危惧し

ている。 

 

青木会長 

・課題研究について、商工にとっては当たり前の活動かもしれないが、取り組みは大変すば

らしいため、メディアを活用して地域に積極的にアピールしていただきたい。 

 刺し子の交流も大成功である。地域になくてはならない学校・学科出ることを発信してほ

しい。 

 

 

７ その他 

特になし 

 

８ 校長謝辞 

 

９ 閉会 


